
未来の人材に出会うチャンス！

受入企業募集中

受入れ つのメリット４
実地、オンライン又は
これらの併用実施方法

外国人の採用に関心のある
茨城県内の事業所対象企業

受入時期 5月中旬 ～ 7月中旬

2026年

受入期間 6 ～ 8週間

申込書・最新情報は
県庁HPをご覧ください

応募締切 4月17日（金）

2026年

インド・アミティ大学
工学部３年生

参加者

〈ご応募・お問い合わせ先〉株式会社セキショウキャリアプラス（本事業委託先）

029-886-5660
（受付：平日9時00分～18時00分）

〈主催〉茨城県（産業戦略部労働政策課）

インド人材と
交流する機会

インターンを通じてイン
ド人材と接し、自社に合
うかどうかを見極めるこ
とができます。

国際的な
視点の導入

新たな外国人材と交流す
る機会となり、社員の皆
様の異文化理解力を深め
るきっかけになります。

採用候補者の
獲得

参加者はインド有数の私
立大学であるアミティ大
学で日本語講座を受講し、
ITや機械工学等を専攻す
る工学部３年生。
2027年6月卒業予定(※) 
※採用した場合、28年4月頃入国見込
（入国手続きにより前後します）。

低コストで
挑戦可能

来日時の往復航空券代や

給与支給は不要。

受入企業様には、

日本での滞在費のみを

ご負担いただきます(※)。

※詳しくは裏面をご覧ください。

締め切り後も、状況に応じて柔軟に対応いたしますので、
興味があればまずはご一報ください。

インド人インターン生インド人インターン生



実施概要

受入時期 ５月11日（月）から７月10日（金）のうち、受入企業が希望する６～８週間

参加学生 アミティ大学日本語講座受講生（工学部3年生）
日本語を学び始めて約１年弱・現在N４に向けて勉強中の学生です。
2027年6月末に卒業予定であり、仮に採用の場合、卒業後に入国手続きを経て2028年
4月頃に入国見込みとなります（入国手続きにより前後するため、目安となります）。

内容 概ね次の内容を想定しておりますが、受入企業において自由に設定可能です。

オンラインを想定
● 企業概要や業務内容の説明、職場見学等

● 企業が与える課題へ取り組む ……等

実地を想定
● 就労体験（無報酬）

● 職場での教育プログラムに参加 ……等

費用負担 ● 滞在費（日本国内での宿泊費、食費、交通費）のみ、受入企業において
ご負担ください。
（例：マンスリーマンション15万円+日本での生活費10万円=25万円）

● インターンシップ参加学生への報酬支払は必要ありません。
● 来日時の渡航費は、参加学生が負担します。

ただし、日本入国後の空港送迎は受入企業においてご対応いただきます。

参加申込 学生募集シート作成 マッチング 学生の受入準備 インターン開始！

表面QRコードから
参加申込書をダウン
ロードしてご提出く
ださい。

申込みいただいた企業
には参考例を提供しま
す。内容に迷ったらご
相談ください！

企業・学生の希望を踏
まえマッチング。
希望企業はオンライン
面接し、ご納得の上で
お選びいただけます。

学生を日本に招聘する
場合、滞在先の手配等
が必要です。
入国書類は、必要に応
じて作成を支援します。

オンラインや実地で
インド人材と交流す
る機会となります。

時期 受入企業

3月中 学生募集シート作成

４月下旬

参加学生を決定

企業の希望により、オンライン

面接等での選考が可能です。

５
月

上旬 学生の日本での滞在先を手配

中旬以降 インターン開始

備考

● 学生募集の都合上、学生募集シート等は、
３月中～４月上旬までにご提供いただきます
ようお願いいたします。

● 学生を日本に招聘する際に必要なお手続き等
は、別途ご案内いたします。

● インターン生の滞在先は受入企業にお手配
いただく必要があります。

● 来日する学生については、県において海外
旅行保険を契約します。
学生を招聘する企業に対しては、保険の適用

範囲をご案内いたしますので、来日中の活動内
容が保険の範囲内となるよう御留意ください。

● 実地によるインターンシップを受入れていた
だいた企業については、インターン生とともに
県庁訪問や結果報告会等への参加をお願いする
場合があります。

アミティ大学の概要

● デリー近郊の総合私立大学。

● 2024年７月に県と協力覚書を締結し、

同9月に県が日本語講座を設置した。

● 学生数は全体で20万人以上、日本語講座

を設置したノイダキャンパスに2.7万人以上。

● The世界大学総合ランキング601-800位。

受入企業
の声

当初はインド人が優秀か確信が
持てなかったが、インターンを
通じて優秀さが良く分かった。

受入企業
の声

知識レベルや理解力だけでなく、
礼儀正しい姿勢に好感が持てた。
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